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7) 青木雅子，鳴河宗聡，北川洋子，芦沢信之，河合暦美，窪田佳代子，山本善裕．直接観察法による手指衛生の遵守
状況と問題点．第 30 回日本環境感染学会総会；2015 Feb 20-21；神戸． 
8) 小野敦央，足立伊佐雄．タブレット端末（iPad）を用いた治験審査委員会審査資料の配布と閲覧に関する報告．日
本薬学会第 135 回年会；2015 Mar 25-28；神戸． 
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10) 加藤 敦，渡辺優樹，辻 祐太朗，友原啓介，足立伊佐雄，松上真也，竹下 圭，石川文博．食後過血糖及び食後
高脂血症に対する改善効果が期待される 1,5-anhydro-D-glucitol の有効性と作用メカニズムについて．日本薬学会第
135 回年会；2015 Mar 25-28；神戸． 
11) 木南今日子，加藤 敦，広上由季，友原啓介，中込 泉，広野修一，足立伊佐雄．イミノ糖を基盤とした副作用の
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ィルター通過性試験．第 23 回クリニカルファーマシーシンポジウム医療薬学フォーラム 2015；2015 Sep 4-5；名古
屋． 
19)  石川雄大，龍 伸和，上島聖秀，三村泰彦，加藤 敦，足立伊佐雄．FOLFIRINOX 療法を効果的に継続するための
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22)  野手良鋼，三村泰彦，鳴河宗聡，山本善裕，北島 勲．当院における MRSA の分離状況と薬剤感受性の推移．第 62
回日本臨床検査医学会学術集会；2015 Nov 20；岐阜． 
23)  石川雄大，龍 伸和，三村泰彦，加藤 敦，足立伊佐雄．甲状腺癌新規治療薬「レンバチニブ」使用症例における
病棟薬剤師としての介入．第 25 回日本医療薬学会年会；2015 Nov 21-23；横浜． 
24)  龍 伸和，石川雄大，三村泰彦，加藤 敦，足立伊佐雄．膵癌化学療法を効果的に継続するための試み～血小板減
少に対する加味帰脾湯投与による治療継続維持の可能性～．第 25 回日本医療薬学会年会；2015 Nov 21-23；横浜． 
25)  川尻憲行，三村泰彦，足立伊佐雄，中川 肇．富山大学附属病院における持参薬鑑別システムと電子カルテ連携．
第 25 回日本医療薬学会年会；2015 Nov 21-23；横浜． 
26)  高畑英信，田辺公一，高木昭佳，久田勢津子，山之内恒昭，三村泰彦，新田敦美，安田初奈，菓子井達彦，足立伊
佐雄．Docetaxel による爪障害発現時期および重篤化の新規予測因子．第 25 回日本医療薬学会年会；2015 Nov 21-23；
横浜． 
27)  舘 美幸，稲尾志帆，高野雄介，高橋慎太郎，脇田真之，船本哲生，守内 匡，加藤貴子，窪田佳代子，杉田真理
子，福島 恵，河井良智，辻 泰弘，山本善裕．富山県における ATC/DDD system を用いた多施設抗菌薬サーベイ
ランスの導入．第 25 回日本医療薬学会年会；2015 Nov 21-23；横浜． 
28)  佐久間俊嘉，名取良浩，中川進平，加藤 敦，足立伊佐雄，吉村祐一．1-C-n-ブチル-L-イミノフラノース誘導体の
触媒的不斉合成と酵素阻害活性評価．第 33 回メディシナルケミストリーシンポジウム；2015 Nov 25-27；幕張． 
 
◆ その他 
1)  高木昭佳．がん化学療法の副作用マネジメント〜下痢・皮膚障害・高血圧〜．第 14 回がん化学療法・緩和ケア研修
会；2015 Feb 21；富山． 
2)  加藤貴子，窪田佳代子，杉田まり子．針刺し事故後の緊急内服抗 HIV 薬に関する意識調査の報告．第 36 回富山感
染対策研究会；2015 Mar 7；富山． 
3)  石川雄大．胃癌化学療法継続のための副作用マネジメント．富山胃癌講演会；2015 Jun 26；富山． 
4)  村崎善之．当院におけるリツキサン療法の現状．Rituxan therapy conference～リツキサン維持療法適応拡大記念講演
会；2015 Jul 31；富山． 
5)  高木昭佳．薬学的介入の実際と症例サマリ大腸癌．平成 27 年度第 1 回がん薬物療法における薬剤師の専門的介入・
症例検討会；2015 Aug 8；金沢． 
6)  舘 美幸，稲尾志帆，高野雄介，高橋慎太郎，脇田真之，船本哲生，守内 匡，加藤貴子，窪田佳代子，杉田真理
子，福島 恵，河井良智，辻 泰弘，山本善裕．ATC/DDD system を用いた多施設抗菌薬サーベイランスの導入．第
37 回富山感染対策研究会；2015 Sep 26；富山． 
7)  高木昭佳．アバスチンの副作用マネジメント〜高血圧〜．Ovarian Cancer Symposium in TOYAMA〜アバスチン卵巣
がん講演会〜；2015 Oct 13；富山． 
8)  村崎善之．緩和ケアにおける服薬指導－『適正』使用推進をめざして－．がん疼痛緩和と医療用麻薬の適正使用推
進のための講習会；2015 Oct 31；富山． 
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